
噛みタバコの一種であるBetel quid chewing
（ベテル噛み）は、南アジアや東南アジア地域で
常習者が多い。
常習者の口腔がんの発生率は圧倒的に高く、

ベテル噛みは、口腔がんや前がん病変、歯周炎の
リスク因子とされている。

本研究では、スリ・ランカにおける噛みタバコ常習者から、肉眼的に健康な
口腔粘膜を、綿棒で非侵襲的に拭き取ることによって遺伝子と細菌を採取し、
口腔粘膜の老化抑制（長寿）遺伝子であるsirtuin1(SIRT1)の変化、およびマイ
クロバイオーム（全細菌叢）の変化について非習慣者と比較した。



噛みタバコ常習者の長寿遺伝子
SIRT1のDNAメチル化を観察した。
常習者は、一見健常な口腔粘膜で
あっても、高メチル化が進んでおり、
それは常習歴が長いほど著明で
あった。このことから、噛みタバコ
常習者の口腔粘膜は非常習者に比べ
て、長寿遺伝子の発現が低下している
ことが示唆された（図１、文献１）。

噛みタバコ常習者では、口腔細菌叢に
劇的な変化がみられ、特に歯周病や口腔
粘膜疾患の発症に関わる病原微生物の増加
が認められた（図２、文献２）。

これらの変化が、噛みタバコによる口腔がん
をはじめとした口腔疾患の発症に関与して
いることが示唆された。
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